
メ
ン
デ
会
社
を
訂
ゴ

東
京
製
綱
は
ク
レ
ー
ン
、
索
道

（
ケ
ー
ブ
ル
）
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン

男
氏
＝
同
社
取
締
役
）を
設
立
し
た
ｃ

資
本
金
は
、
同
社
の
全
額
出
資
に
よ

る

一
千
万
円
。
ロ
ー
プ
に
関
す
る
ノ

と
し
て
の
総
合
的
な
販
売
力
を
強
化

す
る
の
が
狙
い
。
初
年
度
売
上
高

一

億
円
を
目
指
す
。

ｔ
て
「マ
β
卜
し
て
Ｔ
を
ヽ
・ヽ
３
丈

，
　
ラ

ー
を
目
指
し
て
お
り
、
今
回
の
ユ
ニ

テ
ッ
ク
の
経
営
参
加
も
そ
の

一
環
。

ご

‘
′ブ
ラ
者
二
″
Ｅ
Ｆ
ｒ
ｉ
ｌ
ロ

ノ
六
ノ
九
、
社
長
中
村
琢
麿
氏
、
ａ

Ｏ
三

（
盈
）
四
四

一
六
）
は
、
プ
ロ

「分
水
嶺
」
を
開
発
、　
一
日
か
ら
本

格
発
売
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
東

巫
”祉纂
灘
一翼
鋏
裔
算

―

い
ま
、
な

ず

…

一
九
八
六
年
四
月
の
チ

ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
を
契
機
に
、
原
発
の

建
設
計
画
を
撤
回
し
た
り
先
送
り
す

る
な
ど
諸
外
国
で
は
原
子
力
開
発
を

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
動
き
が
出
て

き
た
。
し
か
し
電
源
開
発
の
停
滞
は

世
界
経
済
の
低
成
長
に
伴
う
電
力
需

要
の
伸
び
悩
み
や
財
政
上
の
理
由
に

よ
る
の
が
主
因
と
な

っ
て
い
る
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
何
に
依
存
す
る
か

は
そ
の
国
の
資
源
賦
存
量
や
国
情
に

よ

っ
て
異
な
る
。
つ
ま
り
、
物
事
は

表
面
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
原
子
力
産
業
会
議
が
三
月
に

世
界
の
原
発
の
動
向
調
査
」
に
よ
る

峰森̈
財発「の一動は競肇ｔ』翡銘うにヽ

鱚
鱚

褻
趾

こ
の
う
ち
建
設
中
止
は
ソ
連
の
四
基

で
、
い
ず
れ
も
事
故
炉
と
同
型
ｏ
ま

た
計
画
中
止
の
二
十
基
の
う
ち
、
事

故
の
影
響
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
の
は

イ
タ
リ
ア
四
基
、
デ
ン
マ
ー
ク
ニ
基

の
合
計
六
基
だ
け
で
、
他
十
四
基
は

電
力
需
要
の
低
成
長
や
財
政
難
に
よ

る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
が
西
側
諸
国
の
原
子
力
安
全
の
考

え
方
に
変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
は

な
か

っ
た
、
と
の
評
価
を
背
景
に
、

世
界
的
に
見
れ
ば
今
後
と
も
原
子
力

を
電
源
開
発
の
中
核
と
し
て
推
進
す

赫̈器̈「い一̈一̈一̈囀一〉一̈短れ時かバＡ‐剛け嘲朝一ノ、ぁ

に
よ
る
新
規
の
原
発
開
発
抑
止
を
招

い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ス
ウ

ェ
ト
デ
ン
の
場
合
、
全
原
発

十
二
基
の
う
ち

一
基
を

一
九
九
五
年

に
、
も
う

一
基
を
翌
年
開
鎖
、
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
原
発
か
ら
漸
次
撤
退

す
る
法
案
を
六
月
に
可
決
し
た
。
同

国
の
原
子
力
発
電
比
率
は
全
電
力
量

の
五
〇
％
を
超
え
て
い
る

一
方
、
水

力
や
石
炭
、
一人
然
ガ
ス
な
ど
の
開
発

は
財
政
上
、
環
境
保
全
上
か
ら
の
制

約
が
あ
る
の
で
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
最
大
の
焦

ン
ソ
ン
原
子
力
事
業
部
計
装
部
長
に

よ
る
と
、
同
国
最
大
の
労
組
団
体
の

Ｌ
Ｏ
（
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
労
働
者
連
合
）

は
原
発
推
進
を
打
ち
出
し
て
い
る

し
、
企
業
リ
ー
ダ
ー

一
千
人
を
対
象

と
し
た
世
論
調
査
で
も
そ
の
八
〇
％

が

「原
発
を
廃
止
す
れ
ば
忠
い
影
響

を
及
ぼ
す
」
と
答
え
て
い
る
と
い
う
。

同
国
は
ま
た
政
権
が
不
安
定
で
、
今

年
九
月
の
総
選
挙
で
社
民
党
を
中
心

と
す
る
社
会
主
義
政
党
が
議
席
を
失

っ
た
場
合
、
同
法
案
の
実
施
に
支
障

が
生
じ
る
と
見
る
向
き
も
あ
り
、
先

行
き
予
断
を
許
さ
な
い
。

一方
、
わ
が
国
同
―

”

様
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
恥
知

源
に
音婁
れ
な
い
フ
隊
碇

ラ
ン
ス
は
第
一次
石

９８７
．知

饗

秘
辱

‐ 一賃

硼

万ＫＷ，

誰
薪
欝
鮮
続
眈

在
で
は
電
力
の
七
０
』轍

％
を
原
子
力
で
賄
っ
馴

て
お
り
、
今
後
も
源
鳩

辞】翻舞践罐̈
時疇

や
石
油
が
豊
富
な
英
神

国
で
も
将
来
は
こ
れ

‐９８

ら
に
依
存
で
き
な
いと

み
て
サ
ッ
チ
ャ

ー
政
権
下
で
原
子

力
開
発
路
線
を
継

続
し
て
い
る
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
で
南
部
地
域
を

汚
染
さ
れ
た
西
独

で
は
、
世
論
調
査

で

一
時
的
に
原
発

反
対
へ
大
き
く
揺

れ
た
が
、
原
子
力

開
発
推
進
を
掲
げ

る
コ
ー
ル
連
立
政

権
が
国
民
の
過
半

数
の
支
持
を
受
け
て
、
政
治
体
制
が

大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た

と
い
う
。
た
だ
同
国
も
政
党
間
が
き

っ
抗
し
て
い
る
の
で
楽
観
視
で
き
な

い
が
、
先
に
同
国
を
視
察
し
た
野
沢

清
志
電
気
事
業
連
合
会
副
会
長
は

「
西
独
は
石
炭
が
豊
富
で
鉱
山
労
働

者
も
多
く
石
炭
火
力
優
先
を
求
め
る

声
も
強
い
が
、
海
外
炭
に
比
べ
て
高

価
だ
し
環
境
規
制
強
化
の
点
か
ら
も

限
界
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
原
子
カ

開
発
が
着
実
に
進
む
の
で
は
な
い

か
」
と
予
想
し
て
い
る
。

最
大
の
原
発
保
有
国
で
あ
る
米
国

は

一
九
七
八
年
に
大
量
発
注
さ
れ
た

後
、
原
発
の
新
規
発
注
が
途
絶
え
て

い
る
。
発
注
さ
れ
た
二
百
五
十
四
基

の
う
ち
百
四
十
基
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
需
要
の

伸
び
悩
み
や
電
気
事
業
者
の
経
営
不

振
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
た
も
の

で
、
他
電
源
も
発
注
取
り
消
し
と
な

っ
た
と
し
て
い
る
。
一Ｌ
」
へ
き
て

一

九
七
九
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発

事
故
の
影
響
も
薄
れ
て
原
発
の
運
転

認
可
手
続
き
が
円
滑
化
さ
れ
、
電
力

園

団

世
界
の
先
端
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

日
本
原
子
力
産
業

会
議
専
務
理
事

森
　
　
一
久
氏

チ

ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故

以
来
、
世
界
的

に
原
発
の
開
発

は
後
退
し
て
い

る
こ
と
は
確
か

だ
が
、　
一
つ
ひ
と
つ
の
国
を
見
る

と
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、
原

子
力
時
代
が
去

っ
た
と
い
う
の
は

時
代
錯
誤
も
は
な
は
だ
し
い
。
日

本
は
着
実
に
原
発
を
自
分
の
モ
ノ

に
し
て
き
た
。
や
は
り
石
油
資
源

は
有
限
だ
し
、
石
炭
を
含
め
て
環

境
対
策
面
か
ら
も
問
題
が
多
い
。

こ
れ
に
比
べ
て
原
発
の
安
全
面
の

需
要
も
上
向
き
傾
向
に
転
じ
た
こ
と

な
ど
を
背
景
に
原
発
の
重
要
性
が
見

直
さ
れ
始
め
て
い
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

。
リ
サ
ー
チ
社
が

五
月
に
行

っ
た
世
論
調
査
で
は
今
後

十
年
間
の
主
要
電
源
は
原
子
力
と
答

え
た
人
が
三
六
％
で
、
将
来
の
米
国

の
電
力
需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
八

一
％
が
原
発
が
重
要
と
回
答
、
原
子

力
に
対
す
る

一
般
の
理
解
が
広
範
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
し

て
い
る
。
　

　

（次
回
は
５
日
付
）

数
値
は
新
し
い
産
業
社
会
の
模
範

と
も
な
る
も
の
で
、
技
術
的
に
も

将
来
へ
の
寄
与
は
大
き
い
。

率
直
に
い

っ
て
原
発
は
機
械
的

に
も
改
善
す
べ
き
点
は
ま
だ
あ
る

と
思
う
が
、
産
業
社
会
の
あ
る
べ

き
姿
を
先
取
り
し
て
い
る
の
も
事

実
だ
。
二
十

一
世
紀
に
か
け
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
は

か
な
り
の
伸
び
が

見
込
ま
れ
る
の
で

長
期
的
に
原
発
の

比
率
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、

同
時
に
他
の
産
業
分
野
へ
の
利
用

も
図
る
べ
き
だ
と
思
う
。

併
せ
て
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
超

長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
わ
が
国

は
世
界
の
先
端
を
切

っ
て
そ
れ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
責
務
が
あ

る
と
思
う
。

(第 3種郵便物認可 )
(19)
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向
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
同
事

た
っ
ま
た
、
新
た
に
建
設
中
が
十
五
　
は
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
オ

基
、
計
画
中
が
六
基
追
加
さ
れ
て
お
　
―
ス
ト
リ
ア
は

一
九
七
八
年
に
完
成

り
、　
一
九
九
二
年
に
は
五
百
基
、
四
　
さ
せ
た
同
国
唯

一
の
ツ
ベ
ン
テ
ン
ド

億
計
り
に
達
す
る
見
通
し
と
い
う
。
　

ル
フ
原
発
の
廃
止

・
解
体
を
決
定
、

一
方
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
直
後
　
イ
タ
リ
ア
で
は
国
民
投
票
の
結
果
、

の

一
九
八
七
年
に
建
設
ま
た
は
計
画
　
原
発
抑
止
に
方
向
転
換
、
ス
ウ

ェ
ト

を
取
り
や
め
た
り
、
見
送

っ
た
り
し
　
いア
ン
で
は
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
原
発

た
の
は
合
計
二
十
四
基
に
上

っ
た
。
　

を
全
廃
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

だ
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
以
後
、

原
発
か
ら
の
完
全
撤
退
を
決
め
た
唯

一
の
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は

豊
か
な
水
力
資
源
が
あ
り
、
経
済
的

国
で
は
国
境
を
越
え
て
電
力
を
融
通

し
合
う
体
制
が
出
来
て
い
る
の
も
大

き
な
特
徴
だ
。
原
発
を
止
め
て
も
電

力
が
不
足
す
れ
ば
他
国
か
ら
輸
入
で

き
る
わ
け
で
、
島
国
の
日
本
と
は
大

き
く
異
な
る
。
イ
タ
リ
ア
の
原
子
力

発
電
比
率
は
全
電
力
量
の
三
―
四
％

（合
計
二
基
）
に
過
ぎ
な
い
う
え
、

フ
ラ
ン
ス
や
ス
イ
ス
か
ら
供
給
電
力

量
の

一
割
以
上
を
購
入
し
て
お
り
、

政
権
が
不
安
定
な
こ
と
も
国
民
投
票

資源国は様子見も

基 数 容 量 見 直 し の 理 由
建

設

中
ソ   連

チェルノブイリ事故後、事故炉と同型炉の建設
中止を決定、新規計画はPWRとする方針

計

画

中

イタ リア 4 チェルノフイ
lプ 事故を契機に建設中止を決定

イタリアはフランスからの電力を購入
デンマーク 2

エ ジフ ト 6

需琴の低成長あるいは財政難のため計画の実
施を先送り

アルゼンチ) 3

西 ド イ ッ

スベ イン |

ギ リシャ

中    匡 2

計 2′ 97

将
来
は
「原
子
力
」が
核


